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果樹栽培において、単位面積当た りの収量を増加させるためには、栽梅本数を増や し、かつ樹体の

イ十二育を良好にしなければならない。わが国におけるブ ドウ栽培は、ほとんどが棚仕立てのパルッメト

整枝法で栽培され、単位面積当た りの収量には限界がある。筆者らはハウス栽培ブ ドウにおける整枝

の相違が、果実品質並びに収量に及ぼす影響について調査 し、棚仕立てと比べて空間を有効に利用で

きる整枝法の垣棋仕立てでは、亜主枝の増加に伴 う収畳増加が認められるとともに、乗の立体的配夕U

によって日射が有効に利用されるため、熟期が促進され糖合畳が増加することなどを明らかにした4)。

そこで、本実験では 噂Cを トレーサーとして用い、整枝法の違いが光合成速度及び光合成産物の転

流に及ぼす影響について調査 した。

材料及び方法

直径24cmの素焼鉢にブ ドウ
`デ

ラウェア'の
2年生接ぎ木苗を定植 し、 1樹 当た り2本 の新梢をそ

れぞれ水玉F方向と垂直方1亀に誘引し、着果樹と無着果樹を設けた。呆房は 1枝当た り1果房とし、果

粒数を10個に揃え、呆房が斉生している節から止部 9葉を残して摘心し実験に供 した。

光合成速度は、 5月 から8月にかけて携帯用光合成蒸散淑J定装置を用いて基部、 5節 及び先端部の

実を測定 した。なお、光合成速度は結果枝と無結果枝の違いについても比較 した。
暉Cの 同化量及び転流は、8月中旬に両整枝区 3樹 を用いて測定した。すなわち、果房着生節から5

節上の実を 9× 12×18側のアクリル製チャンバーに対入 し、99atom%の Ba ttC03 100mgに3Nの

H2S045mlを加えて 博C02を 発生させ 1時間同化させた。72時間後に新 しょうを採取 し、1年生枝、本
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薬、副構上条及び呆房内の 峰Catom%を おC02ア ナライザーを用いて分析 した。なお、無処理の樹体

内
13c含

革!は1 158atom%で あった。

央実の糖含量は Bttxで、酸含量は滴定駿を測定 した。

整枝法の違いが光合成速度に及ぼす影響は第 1図に示すとお りである。すなわち、新梢の基部棄で

は沢」定期間を通 じて垂直誘JI医が高い値を示したが、両区とも生育に伴って徐々に低下した。
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Fig 2  Effect of different types of training On average photosynthetic

rates in ieaves of three different portions of shoots
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中部実においては、両区とも同じような傾向を示したが、 8月 には垂直誘引区がやや低い値を示し

た。 L部 葉においては、 6及 び 7月 は水平誘引区で高い値を示したが、 8月 では垂直誘引区が高い値

を示 した。なお、基部葉では、業の老化や落葉によって 8月の根」定が出来なかった。

新 しょうの本部、中部及び上部葉の光合成速度の平均値は第 2図に示すように、淑1定開始の 5月 で

は垂直誘引区が高い値を示 したがそれ以後は整枝法による差は認められなかった。

果房の布無が光合成速度に及ぼす影響は第 3図 に示すとお りである。すなわち、 6月 に垂直誘引区

で無結果枝が結果枝より高い値を示 したが、それ以外は両整枝区とも結果枝で高い光合成速度を示し

た。

整枝法の相違が 噂Cの 同化登及び転流に及ぼす影響は第 4図 以下に示すとおりである。

1年生枝内の 増C含 ☆は、垂直誘引区で高い傾向にあったが、両整枝区とも基部で高 く、 11部で低

い値を示し、その低下程度は水平誘づ1区で顕著であった(第4図 )。

一次新梢上の実の 崎C含 量は、最先端部を除いて水平誘づ1区が高い値を示した(第5図 )。副梢上棄

の 噂C含 量は、中部葉では水平誘づ1区で高い値を示したが、それ以外では一定の傾向は認められな

かった(第6図 )。

果房内の 鴻C含 量は、果肉、果皮及び果穂軸では水平誘引FXでやや高い値を示 したが、種子では低

かった(第7図 )。

央粒の糖合主は、垂直誘引lXで高く、酸含量は水7誘 引区で高い値を示したが、いずれも有意な差

は見ら加クなかった(第 1表)。
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Table l  Effect of different types of training on the quality of berries

Treatment Brix Titratable acidityy(%)
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/ヽertical

1 7 . 9 0  a Z

20.70a

0.66a

O.59a

y :Tartaric acid equivatent

z :小,lean separation vvithin colttmns by Duncan's

multiple range test at 5夕6 1evel

果樹栽培において、単位面積当た りの増収を計 り、かつ高品質果実を生産するためには、乗で生産

さた光合生成産物を有効に利用するような栽持法が重要になってくる。筆者らは、ハウス栽培のブ ド

ウを垣根仕立て整枝で粒培すると、収量が増加し熟期の促進及び糖含量の増加を明らかにし、その要

1/1dの一つとして業の立体的配列による日射の有効利用に伴って、多 くの茉で光合成能が高くなること

を示唆した。

果樹の光合成は環境要因や1)、
業令によって左右され

3)、
棄で同化された光合成産物は、幼業の時

期は突自身の生長に消費されるが成葉に達 してからは他の器常へ転流される。また、光合成産物の分

配量及び転流方向は、/li育期間、突の活生位置、摘心などによって共な り、シンクの大きさ及び活性

の強弱によって決定される。

木実験において、整枝の違いによる光合成速度は基部業を除いて明T確な差は認められなかったが、

これは幼樹のため、整枝が異なっても業の受光量に差がなかったためと思われる。また、基部葉で差

察考
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が認められたのは、新 しょうを水平に誘引するときの捻枝によって、維管束などの組織が傷害を受け

たことが原因と考えられる。

清水ら
8)は

活果の右無が光合成速度に及ぼす影響を調査 し、お果樹では乾物li産の効率が高いと報

告している。本実験においても、光合成速度は両整枝豚:とも結果枝でやや高い値を示 した。果樹に限

らず果実は強いシンクであるため、実で生産された光合成産物が果実への転流を促 し、その結果とし

て結果枝英での光合成速度が高くなったのであろう。

門店
5)は

温州 ミカンの実に MCを
処理 し、光合成産物の転流を調査 した結果、実内の MCは

時間の

経過とともに他の器甘に転流 し MCは
減少するが、果実においては、処理後25時間から40時間後に最

も高い値を示 し、その後は呼吸による損失のため果実内の MCは
減少すると報告しているっ

また Hansenら 2)はスモモにおいて MCの
英から果実への転流を調査 し、処理後葉内の MCは

時間

の経過とともに減少し、果実内の MCは
処理後528時間後においても依然増加すると報告している。

本実験においても、処理後72時間後の 噂C含 量が新 しょうの基部で高く上部で低い値を示し、光合

成産物が新 しょうの基部へより多 く広流 したものと考えられる。また、本乗の 時C合 量が垂直誘引区

で低 くなったのは、新 しょうへより多 くの いCが 移行したためと思われる。

央房内の MC含
粒は、処理時期が成熟後期であったため、活性がggくなっている果肉とIII子への転

流が少なかったものと考えられる。

本実験では、供試樹がポット植えの幼木であったため整枝の違いによるとは明かでなかった。介橋

ら
6)7)はリンゴの成木を用いて整枝の連いが光合成特性、乾7/」生産、果実品質などに及ぼす影響を調

査 し、葉が均一に分布するY字 形整枝が光合成特性、乾物生産及び果笑品質が良好になることを報告

している。筆者らもブ ドウの成木では、雑枝の違いが央実品質に影響を及ぼすことを明らかにした。

以上の結果より、整枝の違いによる業の配列が、光合成特性に影響を及ぼし、その結果として光合

成産物の転流にも差が生 じ、果実品質などが史好になるものと考えられる。

摘   要

ブ ドウの整枝法の違いが光合成速度及び光合成産物の転流に及ぼす影響について調査 した。

(1)光 合成速度は、業の基部では水平誘づ1区が、先端部では垂偵誘引区が高かった。

(2)果 房の有無が光合成速度に及ぼす影響は、 6月 に垂直誘引区で無結果枝が結果枝より高い値を示

したが、それ以外は両整枝区とも結果枝で高い光合成速度を示した。

(3)噂Cの 同化主及び怯流に及ぼす影響は、新梢では両整枝LXとも基部で高い値を示 し、上部で低い

値を示 したが、その低下告」合は水平誘引区で顕孝であった。

(4)一 次新梢上の実の WC含
量は、最先端部を除いて水平誘引区が高い値を示 した。

(5)副 梢上の束の 門C含 章は、中部業では水平誘引区で高い値を示したが、それ以外では一定の傾向

は認められなかった。

(6)央 炉内の 昭C含 量は、果肉、呆皮及び果稔4軸では水平誘づ1区で高い値を示 したが、Arl子では低

かった。

(7)果 粒の糖含量は、垂直誘5 1LXで高く、駿含豊は水平誘引区で高い値を示 したが、いずも/fj意な差

は見られなかった。
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S u r n m a r y

l「he present work 、vas carried out to deterllline the effect of vertical and horizontal shoot

training on photosynthetic rate and distribution of photosynthates by using t、vo―year―old potted

“
De l a w a r e″  g r a p e v i n e s ( yル ガS ど αあ″2r  sごαttα B a i l e y )  H o r i Z O n t a l l y  t r a i n e d  v i n e s  s h O W e d  h i g h e r

photosynthctic rates in leaves of Llpper parts of shOots than vertically trained vines, 、
vhereas the

rcverse was true in thc leaves of loWer parts of thc shoots Leaves of vines bearing berries

seemed to exhibit greater phOtosynthetic ratcs than those of non― bearing vines irrespective of

different training systems  Vertically trained vines accumlllated more 13c aSSirnilates in the

internode portions but lower in the prirnary and lateral leaves than horizontally trained vines The

amount of 13c waS higher in the flesh, skin and rachis of the cluster on horizontal vines but

lo、vcr in seeds of thc cluster of vertical vines Slightly higher soltlble sollds content and lo、
ver

titratable acidity 、vere noted in the berries of vOrtically trained vined but the differences were

nOt significant bet、veen the training systems
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